
265,063m3

三田三・四丁目地区第一種市街地再開発事業  ｜  複合棟
地上42階、地下4階、高さ215ｍ、延べ面積約199,700m2の超高層ビルを整備。 掘削土量は265,063m3

虎ノ門・麻布台プロジェクト  ｜  C街区
森ビル株式会社などが手がける、再生可能エネルギーの電力を100％供給する新しい街 

「緑に包まれ、人と人をつなぐ「広場」のような街 - Modern Urban Village -」
C-1街区（地上3階）とC-3街区（地上3階）に店舗、C-2街区（地上8階）に住宅、事務所、店舗、
C-4街区（地上3階）に寺院を整備。切梁支保工の重量は5,342t

5,342t



1,247戸

白金一丁目東部北地区第一種市街地再開発事業
高層棟（地上45階、地下1階）約156 m、中層棟1（地上19階、地下1階）約70m、
中層棟2（地上4階、地下1階）約20mを整備。 総戸数は山手線内最大の1,247戸※

※1993 年〜2019 年１月 15 日までのＭＲＣ調査・捕捉に基づく分譲マンションデータで山手線内側の供給物件で最大戸数。

1,930m3

OY Project  ｜  大林組次世代型研修施設
森林機能維持のための 「 使う → 植える → 育てる 」という健全な循環の活性化を促進するための
日本初の高層純木造耐火建築物プロジェクト
躯体及び内装材として使用する1,930m3の木材は、約2,000tのCO2に換算され、LCA（ライフサイクルアセスメント※LEED認証に
おけるOne Click LCAでの試算）において、地球温暖化ガス排出量（GWP）は、S造に⽐べて約1/2、RC造に⽐べて約1/4。 純木造とすること
により、構造重量として、RC造より50%、S造より10%低減され、杭なしでの計画が可能となり、工期短縮を実現するとともにコスト低減にも寄与。


